
雨にも負けず 全力で（第63回日田川開き観光祭 お祭りどんたく広場）

● 第63回日田川開き観光祭

● 平成21年度３月末 日田市の財政状況



 

 
初
夏
の
訪
れ
を
告
げ
る
日
田
川
開
き
観
光
祭
が
、
５
月
22
・
23
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
22
日
夕
方
か
ら
降
り
始
め
た
雨
に

よ
る
影
響
で
三
隈
川
が
増
水
し
、
予
定
さ
れ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
や
23

日
の
花
火
大
会
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
２
日
間
で
約
15
万
人
が

訪
れ
ま
し
た
。

１年間の川の安全を願い
鮎を放流（水神祭）

今日から活動！
2010水郷ひた
キャンペーンレディ
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プロの技に夢中（パトリア日田でのジャグリング）

祭り期間中に開放された

中央公園ではいろいろな

イベントが行われた
（猿回し）

かわいい動物と触れ合

えるふれあい動物園

お母さん目指して
一直線！（赤ちゃんハイハイ）

練習
の成
果を
発揮
して

（お
祭り
どん
たく
広場

 日
田舞
踊連
盟）

豪華な花車で登場
（お祭りどんたく広場

 本庄町自治会）

雨のため場所を変えて
行われたちびっこ広場

初出場で
も観客を

魅了

（お祭り
どんたく

広場

 藤陰高
校吹奏楽

部）

迫力ある
演奏を披

露

（お祭り
どんたく

広場

 岳滅鬼
太鼓）

バチを叩く手にも力が入る
（音楽大パレード 有田小学校）

雨にも
負けず

元気い
っぱい

（お祭
りどん

たく広
場

 日田
高校器

楽部）

特大の
ハンギ

リ（お
け）

を使っ
ての名

物行事
 

（ハン
ギリ源

平合戦
）

特 集 第63回 日田川開き観光祭

がく め き
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市 民 広 場

南
部
老
人
ク
ラ
ブ
の
立
上
げ
人

﹁
こ
れ
か
ら
も
地
域
住
民
の
和
を
大
切
に
楽
し
い
活
動
を
﹂

 

 
松
原
ダ
ム
の
梅
林
湖
を
望
む
地
域
で
暮

ら
す
 
村
さ
ん
。
 
村
さ
ん
は
昨
年
、
大

山
町
の
南
部
老
人
ク
ラ
ブ
を
新
た
に
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
の
代
表
者
と
し
て

地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
 
村
さ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。 

  

︱
老
人
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
思
っ

 
た
き
っ
か
け
は
︱

 

 
南
部
地
区
の
高
齢
者
が
、
気
軽
に
楽
し

み
な
が
ら
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
が
で
き

る
組
織
を
作
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

南
部
老
人
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

 

 

    

 

 

 
ク
ラ
ブ
に
は
、
22
名
の
会
員
が
参
加
し

て
お
り
、
毎
週
１
回
、
旧
松
原
小
学
校
跡

地
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
な
が

ら
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

 

 
ま
た
、
そ
れ
ま
で
荒
れ
放
題
に
な
っ
て

い
た
小
学
校
跡
地
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
、
お

お
や
ま
南
部
自
治
会
と
協
力
し
な
が
ら
整

備
し
て
再
利
用
し
て
い
ま
す
。

  

︱
田
楽
ま
つ
り
も
行
っ
て
い
ま
す
が
︱

 
 
南
部
地
区
で
は
、
古
く
か
ら
田
楽
ま
つ

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
昨
年
、
よ
り
効
率
的
に
、
か
つ
衛
生
的

に
田
楽
が
焼
け
る
方
法
を
考
え
、
市
の
周

辺
地
域
活
性
化
対
策
事
業
を
利
用
し
て
、

田
楽
釜
作
り
を
始
め
ま
し
た
。

 

 
話
が
決
ま
る
と
、
さ
っ
そ
く
釜
の
図
面

を
描
き
、
串
を
立
て
る
台
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
作
り
ま
し
た
。

 

 
手
作
り
の
釜
を
使
っ
て
昨
年
12
月
に
行

っ
た
田
楽
ま
つ
り
に
は
、
地
区
内
外
か
ら

た
く
さ
ん
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
、
竹
串

に
刺
し
た
し
い
た
け
や
豆
腐
な
ど
に
手
作

り
味
噌
を
塗
っ
て
焼
く
田
楽
が
大
変
好
評

で
し
た
。

  

今
後
は
、
お
お
や
ま
梅
ま
つ
り
や
町
内

の
イ
ベ
ン
ト
等
に
も
参
加
し
て
、
皆
さ
ん

と
の
交
流
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

  

︱
お
お
や
ま
南
部
地
区
の
良
い
と
こ
ろ
は
︱

  
 
と
に
か
く
何
を
す
る
に
も
、
地
域
が
よ

く
ま
と
ま
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
が
し
ま

す
。
毎
年
夏
に
は
、
お
お
や
ま
南
部
自
治

会
が
中
心
と
な
っ
て
南
部
夏
ま
つ
り
を
開

催
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
に
住
む
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
、
幅
広
い
世
代
の
方
で

に
ぎ
わ
い
ま
す
。
そ
の
地
域
の
﹁
和
﹂
が
、

活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

 

 

 

︱
こ
れ
か
ら
の
抱
負
は
︱

  

 
南
部
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
70
歳
以
上
の
会

員
で
構
成
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
な
の
で
、
一

人
ひ
と
り
が
無
理
を
せ
ず
、
健
康
に
気
を

付
け
な
が
ら
楽
し
く
活
動
を
続
け
て
い
け

た
ら
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

 
ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
立
上
げ
人
と
し

て
、
自
治
会
の
一
員
と
し
て
、
地
域
の
和

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
地
域
の
活
性
化
に

向
け
た
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

 

 

   

 
若
い
こ
ろ
か
ら
大
工
の
仕
事
に
携
わ
り
、

手
先
が
器
用
で
と
に
か
く
物
を
作
る
こ
と

が
好
き
だ
と
い
う
 
村
さ
ん
。

  

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
で
楽
し
み
な
が
ら

活
動
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。  村さん手作りの田楽釜で行った田楽まつり

グラウンド整備用のローラーを製作中

でんがく

で
ん
が
く
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⑨

﹁
中
津
江
箏
曲
少
女
隊
﹂︵
中
津
江
村
︶

 

 
今
号
で
は
、
中
津
江
村
の
筝
曲
グ
ル
ー

プ
﹁
宮
部
歌
響
社
中
﹂
に
在
籍
し
て
い
る
、

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち

14
人
で
結
成
さ
れ
る
﹁
中
津
江
箏
曲
少
女

隊
﹂
を
紹
介
し
ま
す
。

 

 
少
女
隊
の
14
人
の
子
ど
も
た
ち
は
、
箏

︵
琴
︶
と
よ
ば
れ
る
弦
楽
器
を
演
奏
し
ま

す
。
週
１
回
の
稽
古
で
は
、
13
弦
と
17
弦

の
箏
を
使
っ
て
、
個
人
演
奏
や
パ
ー
ト
練

習
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
練
習
を
行

っ
て
い
ま
す
。
最
初
は
、
箏
を
演
奏
す
る

上
で
欠
か
せ
な
い
正
座
や
漢
字
で
表
記
さ

れ
て
い
る
楽
譜
に
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
で
は
す
っ
か
り
慣
れ
、
心
を
込

め
て
演
奏
し
て
い
ま
す
。

 

 
少
女
隊
は
、
主
に
地
域
の
祭
り
や
発
表

会
等
で
そ
の
技
を
披
露
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
秋
に
行
わ
れ
た
三
隈
川
恒
例
の

観
月
会
で
は
、
棹
さ
し
船
の
上
で
の
演
奏

に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

  

最
近
は
、
メ
ン
バ
ー
の
成
長
に
伴
い
、

練
習
す
る
時
間
も
限
ら
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
し
た
が
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、

息
を
合
わ
せ
、
心
を
合
わ
せ
な
が
ら
優
し

い
音
色
を
奏
で
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

 
 
指
導
者
の
宮
部
歌
響
さ
ん
は
﹁
楽
し
ん

で
演
奏
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
普
段
の
稽
古
で
も
、
子
ど
も
た
ち

が
楽
し
く
演
奏
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
い

ま
す
﹂
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

中津江箏曲少女隊の皆さん

２月に行われた中津江公民館教室発表会での演奏

昨年導入した最新鋭のポンプ車

操法訓練が消火活動の基本です 

     
朝
日
分
団
は
、
山
口
美
喜
男
分
団
長

の
下
、
25
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

 
朝
日
地
区
は
、
地
域
の
半
分
以
上
が

田
畑
で
河
川
も
少
な
く
、
水
の
便
が
あ

ま
り
良
い
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

私
た
ち
は
、
昨
年
導
入
し
た
最
新
鋭
の

ポ
ン
プ
車
を
使
い
な
が
ら
、
水
利
が
少

な
い
中
で
も
い
ち
早
く
消
火
活
動
が
で

き
る
よ
う
訓
練
し
て
い
ま
す
。

 

 
ま
た
、
火
災
を
﹁
起
こ
さ
な
い
、
起

き
な
い
﹂
こ
と
を
信
念
に
、
日
ご
ろ
か

ら
防
災
の
意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。

 

 
し
か
し
、
朝
日
分
団
も
団
員
不
足
と

い
う
時
代
の
波
に
は
逆
ら
え
ず
、
現
在
、

６
人
の
欠
員
が
で
て
い
ま
す
。

 

 
戦
国
・
幕
末
と
時
代
を
動
か
し
た
の

は
、
若
き
人
々
。
平
成
の
龍
馬
た
ち
よ
、

い
ざ
、
朝
日
分
団
へ
！

 
大
山
方
面
団
第
２
分
団
は
、
現
在
９

人
の
団
員
が
在
籍
し
、
少
人
数
で
は
あ

り
ま
す
が
、
団
員
一
人
ひ
と
り
が
協
力

し
合
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

  

私
た
ち
が
担
当
す
る
中
川
原
、
下
川

原
地
域
は
、
大
山
町
の
中
で
も
住
宅
が

密
集
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
方
の
防

火
意
識
や
消
防
団
活
動
へ
の
理
解
の
お

か
げ
で
、
こ
れ
ま
で
大
き
な
事
故
も
な

く
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

  

訓
練
で
は
、
消
火
栓
及
び
消
火
器
の

点
検
、
夏
季
操
法
訓
練
、
年
末
夜
警
な

ど
を
行
い
、
地
域
の
防
災
防
火
の
た
め

に
努
め
て
い
ま
す
。

 

 
平
均
年
齢
33
歳
、
若
さ
あ
ふ
れ
る
元

気
な
第
２
分
団
で
は
、
皆
さ
ん
の
入
団

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

日
田
方
面
団
 
朝
日
分
団

大
山
方
面
団
 
第
２
分
団

心
を
合
わ
せ
て

み
や
べ
か
き
ょ
う
し
ゃ
ち
ゅ
う

こ
と

け
い

こあ
く
せ
ん

く

と
う

か
き
ょ
う

さ
お

な
か

が
わ
ら

ら

し
も
が
わ

そ
う
き
ょ
く
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【平成21年度に実施した主な事業】

 ■議会費

 ・議会運営費  2,412万円

 ■総務費 

 ・自治会事務委託料等  8,199万円

 ・公共交通接続拠点整備事業 1,989万円

 ・市民文化会館管理運営事業  1億1,885万円

 ・周辺地域活性化対策事業 3,662万円

 ■民生費

 ・障害福祉介護・訓練等給付費  9億9,996万円

 ・老人ホーム運営管理費 1億7,498万円

 ・公立保育園維持管理費 7億449万円

 ・生活保護給付費等 17億4,635万円

 ・後期高齢者医療費 10億2,932万円

 ■衛生費

 ・廃棄物処理、ごみ収集・減量対策 7億2,364万円

 ・予防接種費 9,609万円

 ・乳幼児・児童医療費助成 1億6,405万円

 ・ドクターヘリ派遣要請事業  452万円

 ■労働費

 ・ふるさと雇用事業  1億1,656万円

 ・緊急雇用創出事業 5,754万円

 ■農林水産業費

 ・産直野菜増産ミニハウス導入事業 1,074万円

 ・乳用牛保留推進事業 2,098万円

 ・農産物加工推進緊急対策事業 1,994万円

 ・日田材需要拡大緊急対策事業 5,500万円

 ・ふる里の森緊急整備事業 1,789万円

 ■商工費

 ・金融対策費 11億1,217万円

 ・商工業振興費  1億7,376万円

 ・観光費 2億1,760万円

 ■土木費

 ・市道改良事業  15億8,693万円

 ・道路維持費 2億5,436万円

 ・公園整備事業 1億9,367万円

 ■消防費

 ・日田玖珠広域消防組合負担金 6億4,560万円

 ・防災行政無線統合整備事業 2億4,062万円

 ・高規格救急自動車導入事業 3,607万円

 ■教育費

 ・小・中学校の校舎・屋内運動場等新増改築

 5億2,007万円

 ・社会教育活動施設の維持管理費 6億8,114万円

 ・文化財発掘調査、保存整備費 3億3,007万円

 ・中学校の太陽光発電設備設置費 1億6,151万円

 ・小・中学校のパソコン等整備費 1億2,354万円

 
市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
支
出
金
、
地
方
交

付
税
な
ど
が
、
ど
れ
く
ら
い
入
り
︵
歳
入
︶
、
ど
の
よ
う
な
事
業
に
ど

の
く
ら
い
使
わ
れ
た
の
か
︵
歳
出
︶
な
ど
、
市
の
台
所
状
況
を
示
す
も

の
が
財
政
状
況
で
す
。

 
 
今
回
は
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
わ
り
の
深
い
事
業
を
行
う
一
般
会
計

の
収
支
の
内
訳
や
昨
年
度
実
施
し
た
主
な
事
業
の
内
訳
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

 

 
市
で
は
、
毎
年
２
回
財
政
状
況
を
公
開
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
３

月
末
時
点
の
数
値
と
な
る
た
め
、
収
支
共
に
変
動
が
あ
り
ま
す
。
な

お
、
平
成
21
年
度
決
算
の
概
要
は
、
11
月
ご
ろ
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

財政状況
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平
成
21
年
度
の
一
般
会
計
の
歳

入
予
算
は
、
３
８
５
億
２
４
０
１

万
円
で
、
昨
年
度
と
比
較
す
る
と

１
８
億
６
６
１
７
万
円
︵
5.1
％
︶

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 
 
内
訳
は
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て

い
た
だ
い
た
市
税
が
歳
入
総
額
の

19.5
％
を
占
め
７
５
億
３
１
０
４
万

円
と 

な
り
、
国
か
ら
の
地
方
交
付

税
は
、
歳
入
の
約
３
分
の
１
を
占

め
る
１
３
０
億
２
８
２
８
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

 

 
ま
た
、
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
国
の
経
済

危
機
対
策
に
伴
う
地
方
へ
の
支
援

策
と
し
て
地
域
活
性
化
・
経
済
危

機
対
策
臨
時
交
付
金
等
が
措
置
さ

れ
、
国
・
県
支
出
金
も
大
き
な
割

合
を
占
め
て
い
ま
す
。

市税

地方譲与税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

地方交付税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

県支出金

財産収入

寄附金

繰入金

繰越金

諸収入

市債

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

102.2 

102.4 

91.4 

106.3 

147.0 

94.9 

105.0 

109.4 

102.7 

103.0 

104.9 

91.3 

96.6 

78.4 

77.2 

100.3 

121.9 

1.2 

100.0 

93.6 

51.2 

89.8 

106,431 

6,289 

329 

74 

41 

10,061 

479 

1,331 

1,462 

185,636 

218 

5,009 

8,820 

60,523 

25,620 

6,552 

100 

141 

12,851 

21,149 

25,135 

478,250 

7,696,630 

454,806 

23,766 

5,316 

2,939 

727,541 

34,638 

96,287 

105,753 

13,424,481 

15,730 

362,245 

637,860 

4,376,795 

1,852,701 

473,819 

7,237 

10,172 

929,352 

1,529,387 

1,817,662 

34,585,117 

7,531,041 

444,000 

26,000 

5,000 

2,000 

767,000 

33,000 

88,000 

103,000 

13,028,281 

15,000 

396,599 

660,297 

5,584,199 

2,399,584 

472,351 

5,938 

850,472 

929,352 

1,633,832 

3,549,062 

38,524,008 

科 目 予算現額
３ 月 末
収入済額

収入率
（％）

市民一人
当たり（円）

款

※市民一人当たりの額は、平成22年３月31日現在の人口72,316人で算出しています。

※款…歳入の予算又は決算上の区分の一つです。    

※端数処理のため、合計と内訳は一致しません。    

■歳入予算の執行状況 （単位：千円）

（単位：千円）

合 計

■歳入予算の内訳 

市税
75億3,104万円
（19.5％）

地方交付税
130億2,828万円
（33.8％）

国・県支出金
79億8,378万円
（20.7％）

分担金及び負担金
3億9,660万円（1.0％）

使用料及び手数料
6億6,030万円（1.7％）

その他
53億7,495万円
（14.1％）市債

35億4,906万円（9.2％）

歳入
385億

2,401万円

■市税の収入状況

税    目 予算現額
３ 月 末
収入済額

市民一人
当たり(円)

２．固 定 資 産 税

１．市 民 税

３．軽 自 動 車 税

４．市 た ば こ 税

５．特別土地保有税

６．入 湯 税

７．都 市 計 画 税

合    計

2,632,827

3,793,456

164,963

431,205

0

44,784

463,806

7,531,041

2,719,221

3,875,422

166,789

420,618

0

44,341

470,240

7,696,630

37,602

53,590

2,306

5,816

0

613

6,503

106,431

103.3

102.2

101.1

97.5

－ 

99.0

101.4

102.2

※端数処理のため、合計と内訳は一致しません。  

歳
入
予
算
の
概
要

収入率
（％）

財政状況
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歳
出
予
算
を
目
的
別
に
見
る
と
、

障
害
福
祉
介
護
、
老
人
ホ
ー
ム
及

び
公
立
保
育
園
の
運
営
維
持
管
理
、

生
活
保
護
給
付
費
な
ど
に
要
す
る

民
生
費
が
９
３
億
１
８
３
４
万
円

と
割
合
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。

 

 
次
い
で
、
建
設
事
業
を
行
う
と

き
に
借
り
入
れ
し
た
市
債
︵
市
の

借
金
︶
を
返
済
す
る
た
め
の
公
債

費
が
６
５
億 

１
７
６
６
万
円
、
全

般
的
な
管
理
事
務
費
・
戸
籍
管
理

な
ど
に
要
す
る
総
務
費
が
４
６
億

７
４
４
８
万
円
、
道
路
・
河
川
・

住
宅
・
公
園
な
ど
の
建
設
・
整
備

・
維
持
管
理
に
要
す
る
土
木
費
が

４
５
億
８
１
２
８
万
円
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。

 

 
ま
た
、
地
域
活
性
化
・
経
済
危

機
対
策
臨
時
交
付
金
等
を
活
用
し
、

水
郷
ひ
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
発
行
事
業
に
対
す
る
助
成
や
小

・
中
学
校
及
び
各
施
設
の
改
修
・

整
備
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

歳
出
予
算
の
概
要

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

諸支出金

予備費

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

98.8 

67.8 

83.4 

68.3 

69.9 

68.4 

86.5 

58.8 

80.9 

70.0 

89.3 

99.9 

0.0 

0.0 

77.9 

3,901 

43,797 

107,470 

25,668 

2,763 

19,611 

23,533 

37,228 

15,749 

43,115 

2,355 

90,051 

0 

0 

415,242 

282,106 

3,167,204 

7,771,769 

1,856,232 

199,786 

1,418,221 

1,701,792 

2,692,192 

1,138,917 

3,117,938 

170,317 

6,512,161 

0 

0 

30,028,635 

285,659 

4,674,477 

9,318,340 

2,716,404 

285,842 

2,074,262 

1,967,847 

4,581,279 

1,408,365 

4,455,070 

190,675 

6,517,659 

3,500 

44,629 

38,524,008 

科 目款 予算現額
３ 月 末
支出済額

執行率
（％）

市民一人
当たり（円）

※市民一人当たりの額は、平成22年３月31日現在の人口72,316人で算出しています。

※款…歳出の予算又は決算上の区分の一つです。

※端数処理のため、合計と内訳は一致しません。

■歳出予算の執行状況

■歳出予算の内訳

（単位：千円）

総務費
46億7,448万円
（12.1％）

民生費
93億1,834万円
（24.2％）

教育費
44億5,507万円
（11.6％）

農林水産業費
20億7,426万円（5.4％）

 土木費
45億8,128万円
（11.9％）

公債費
65億1,766万円
（16.9％）

その他
41億8,652万円（10.8％）

歳出
385億

2,401万円

合 計

衛生費
27億1,640万円（7.1％）

咸宜園の研究拠点を整備

（オープンを控える咸宜園教育研究センター）

住民が集える憩いの場を整備（開園間近の中央公園）

財政状況
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給 水 人 口

48,604人

配 水 量

4,814,125m3

1日最大配水量 1日平均配水量

15,258m3 13,189m3

1人1日最大配水量

314ℓ

総有収水量 

4,558,834m3

有収率 

94.70％

平成21年度の営業成績と財産状況は次のとおりです。       （単位：千円）

営 業 成 績 の 状 況 財 産 の 状 況
（平成21年４月１日～平成22年３月31日）

（平成21年４月１日～平成22年３月31日）

（平成22年３月31日現在）

固定資産 6,225,931

資  産
7,150,895

資本・負債
7,150,895

借入資本金
  2,640,965

特別損失 2,146

営業外収益 1,503

特別利益 40

流動資産 924,964

固定負債 98,426
流動負債 91,181

利益剰余金 198,758

 資本剰余金
2,419,080

自己資本金 1,702,485営業外費用 75,546

 総有収水量…配水量のうち、水道料金の収入となった水の量
 有収率…総有収水量を配水量で割ったもの（％）で、漏水防止対策等の目安として使用しています。
◯※

◯※

◯※ ◯※

【問い合わせ】財政課財政係 ☎２２－８２１５（市役所４階）

水 道 事 業

■特別会計予算の執行状況
（単位：千円）

■市有財産の状況 （平成22年３月31日現在）

会 計 区 分 予算現額

歳   入 歳   出

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

診 療 所 事 業

簡 易 水 道 事 業

給 水 施 設 事 業

公 共 下 水 道 事 業

特定環境保全公共下水道事業

農業集落排水事業

住宅新築資金等貸付事業

情報センター事業

合    計

１． 土  地
山  林

そ の 他

２． 建  物

３． 立  木
所 有 分

地上権分

４． 有価証券

５． 債  権

６． 出 資 金

７． 基  金（積立金）

■長期借入金の現在高 （平成22年３月31日現在）

一 般 会 計

診 療 所 事 業 特 別 会 計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

給 水 施 設 事 業 特 別 会 計

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計

特定環境保全公共下水道事業特別会計

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計

住宅新築資金等貸付事業特別会計

情 報 セ ン タ ー 事 業 特 別 会 計

合         計

■一時借入金の現在高 （平成22年３月31日現在）

12,875,472.00 m2

8,596,100.78 m2

453,137.78 m2

451,982.00 m3

55,108.00 m3

586,370 千円

745,528 千円

326,108 千円

17,563,650 千円

38,151,927千円

16,700千円

3,402,712千円

64,048千円

13,370,145千円

306,633千円

3,176,683千円

37,666千円

243,067千円

58,769,580千円

0千円

8,885,768 

15,066 

800,775 

5,485,499 

197,338 

742,576 

32,272 

3,214,262 

45,677 

175,156 

10,893 

2,120,838 

21,726,120 

7,256,040 

15,037 

765,795 

4,316,519 

116,470 

276,662 

31,190 

1,775,135 

10,944 

25,097 

13,847 

685,989 

15,288,725 

81.7 

99.8 

95.6 

78.7 

59.0 

37.3 

96.6 

55.2 

24.0 

14.3 

127.1 

32.3 

70.4 

90.3 

84.5 

94.6 

90.1 

93.2 

88.4 

95.1 

89.6 

96.5 

96.4 

99.8 

19.0 

83.4 

8,027,311 

12,733 

757,292 

4,944,198 

183,825 

656,681 

30,687 

2,881,498 

44,087 

168,777 

10,868 

403,046 

18,121,003 

※端数処理のため、合計と内訳は一致しません。 

※端数処理のため、合計と内訳は一致しません。 

※端数処理のため、合計と内訳は一致しません。

営業収益 796,062

収  益
797,605

営業費用 
  521,155

費  用
598,847

純 利 益
  198,758

３ 月 末
収入済額

収入率
（％）

３ 月 末
支出済額

執行率
（％）

財政状況
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ま
ち
の

わ
だ
い

  夜明地区にある三日月山の山頂に展望台が完成し、５

月９日、落成式が行われた。

  夜明地区のシンボルである三日月山を多くの人に知っ

てもらおうと、地域住民が手作りで建設したこの展望台

からは、市内中心部や筑後平野などを一望できる。

  落成式に参加した約250人は、神事や記念植樹の後、

三日月山にたくさんの人が訪れることを願って、展望台

をＰＲするチラシを付けた風船を大空に飛ばした。

  ５月14日、パトリア日田で平成22年度日田市消防団

退団・昇任並びに入団式が行われた。

  式では退団者44人、昇任者35人、入団者46人に消防

団長から辞令が交付された後、勤続５年以上の退団者

33人と、勤続30年以上の退団者の家族８人に市長から

感謝状と記念品が贈呈された。

 市長は「ふるさとを守る郷土愛の精神で、これからも

自信と誇りを持って活動してください」とあいさつした。

手 作りの展望台が完成

地 域をまもる活動に感謝

  ５月12日の看護の日に合わせて、ふれあい看護体験が

市内18の医療機関で実施され、市内の高校３年生43人が

一日看護師を体験した。

  三隈高校の生徒３人が訪れた日田リハビリテーション病

院では、車いすの乗車などの患者疑似体験が行われた後、

患者の足浴などの保清援助が行われた。一日看護師たちは、

患者と触れ合いながらコミュニケーションの大切さ、看護

の大切さを学んだ。

看 護の心をみんなの心に
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初 出場で初優勝

ア ユの生息する清流を目指して

安 全・安心のまちづくりを

50 年の節目を祝う

  ５月20日、大宮町の日田漁業協同組合（江藤英二組

合長）で魚霊祭が行われた。漁業関係者など約50人が

集まり、水の恵みに感謝の意をささげ魚の霊を弔った後、

約3,000匹の稚アユを三隈川に放流した。

  この日は、九州で最も早いアユ漁の解禁日であるため、

小雨にもかかわらず待ちわびた釣り愛好家たちが市内外

から訪れ、市内の清流で釣りを楽しんだ。アユ漁は、秋

口まで行われる。

   ５月25日、水郷ひたキャンペーンレディの井上愛さ

んが、日田警察署の一日警察署長を委嘱された。

  委嘱式では、一日署長のたすきを付けた井上さんが「観

光地としての日田市の発展のためには、安全・安心の町

であることが大切です。日ごろの活躍に感謝します」と

あいさつ。

 その後、ＪＲ日田駅周辺で交通事故防止や自転車盗難

防止の施錠を呼び掛ける街頭キャンペーンを行った。

 ５月８・９日に山口県で行われた、第４回中国・四国

・九州対抗小学生男子バレーボール大会に出場した日田

ファイヤーキッズクラブ（木下正文監督）が、初出場に

して初優勝を飾り、５月24日、市長に報告を行った。

  ファイヤーキッズクラブは市内で唯一の小学生男子バ

レーボールチーム。平均身長136.5cmと小柄ながらも、

大会では予選・決勝トーナメントと並み居る強豪に競り

勝ち、見事初優勝。次は、６月に行われる全日本バレーボ

ール大会大分県予選で２年ぶりの全国大会出場を目指す。

  ５月28日、日田市の自治会制度が始まって50年を迎

えたことを祝い、日田市自治会連合会（安心院光義会長）

による「日田市自治会制度発足50周年記念式典」がパ

トリア日田で行われた。

  式典には約270人の関係者が出席し、長年にわたり日

田市自治会連合会の役員や理事、自治会長を務められた

24人への記念表彰、また、記念企画として行われた作

文コンクールの入賞者８人への表彰などが行われた。

めぐみ
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市
県
民
税
は
、
次
の
﹁
均
等
割
﹂

と
﹁
所
得
割
﹂
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

 

◆
均
等
割

・
納
税
し
て
い
た
だ
く
方

 

 
平
成
22
年
１
月
１
日
現
在
、
日
田

市
に
住
所
が
あ
る
方
又
は
住
所
は
な

い
が
市
内
に
事
務
所
、
事
業
所
又
は

家
屋
敷
が
あ
る
方

 

◆
所
得
割

・
納
税
し
て
い
た
だ
く
方

 

 
平
成
22
年
１
月
１
日
現
在
、
日
田

市
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
平
成
21
年

中
の
所
得
が
一
定
基
準
以
上
あ
る
方

   

 
市
県
民
税
の
納
期
限
は
、
次
の
４

期
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

・
１
期
 
６
月
30
日

 

・
２
期
 
９
月
30
日

 

・
３
期
 
11
月
30
日

 

・
４
期
 
平
成
23
年
１
月
31
日

   

 
課
税
内
容
に
異
議
の
あ
る
方
は
、

納
税
通
知
書
を
受
け
取
っ
た
翌
日
か

ら
60
日
以
内
に
異
議
の
申
立
て
が
で

き
ま
す
。

 

   

 
市
県
民
税
の
減
免
は
、
本
人
か
ら

の
申
請
に
よ
り
減
免
の
可
否
が
決
定

さ
れ
、
次
に
該
当
す
る
方
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

 

①
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護

を
受
け
て
い
る
方

②
平
成
22
年
中
に
所
得
が
全
く
な
く

な
っ
た
た
め
、
生
活
が
著
し
く
困

難
に
な
っ
た
方
又
は
こ
の
状
況
に

準
じ
る
と
認
め
ら
れ
る
方

 

③
災
害
な
ど
に
よ
り
生
活
が
著
し
く

困
難
に
な
っ
た
方

 

※
減
免
申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
納
期

限
の
７
日
前
ま
で
に
、
減
免
申
請

書
と
そ
の
理
由
を
証
明
す
る
書
類

を
、
税
務
課
市
民
税
係
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

 

 
平
成
21
年
10
月
以
降
、
65
歳
以
上

で
受
給
さ
れ
て
い
る
公
的
年
金
等
に

お
い
て
個
人
住
民
税
が
発
生
す
る
方

は
、
当
該
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
に

よ
る
納
付
、
65
歳
未
満
の
方
は
、
納

付
書
又
は
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

 

 
平
成
22
年
度
の
市
県
民
税

の
お
知
ら
せ
は
、
会
社
や
官

公
庁
な
ど
に
勤
め
毎
月
の
給

料
か
ら
市
県
民
税
を
差
し
引

か
れ
て
納
税
さ
れ
る
方
︵
特

別
徴
収
該
当
者
︶
に
は
既
に

通
知
し
て
い
ま
す
が
、
納
付

書
で
４
期
に
分
け
て
納
税
さ

れ
る
方
や
口
座
振
替
を
利
用

さ
れ
る
方
︵
普
通
徴
収
該
当

者
︶
に
は
、
納
税
通
知
書
を

郵
送
し
ま
す
。

納
期
限

異
議
の
申
立
て

減
免
の
申
請

個
人
住
民
税
の
納
付
方
法
が

変
わ
り
ま
す
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し
か
し
、
地
方
税
法
の
改
正
に
よ

り
、
平
成
22
年
度
か
ら
は
、
次
の
と

お
り
納
付
方
法
が
変
更
と
な
り
ま
し

た
。
 

 

◆
対
象

 

 
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
、
65
歳

未
満
の
方
で
、
給
与
所
得
が
あ
り
、

給
与
か
ら
の
引
き
落
と
し
に
よ
る
納

付
を
し
て
い
る
方

 

◆
支
払
方
法

 

 
給
与
等
の
所
得
割
額
に
公
的
年
金

等
の
所
得
割
額
を
合
算
し
た
税
額
を
、

給
与
か
ら
の
引
き
落
と
し
に
よ
り
納

付
︵
平
成
20
年
度
以
前
の
徴
収
方
法

に
戻
り
ま
し
た
︶

 

※
65
歳
以
上
の
方
の
公
的
年
金
分
の

税
額
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
年
金
か

ら
の
引
き
落
と
し
に
よ
る
納
付
と

な
り
ま
す
。

 

※
65
歳
未
満
の
方
に
は
、
右
記
の
公

的
年
金
等
に
係
る
税
額
を
含
ん
だ

給
与
か
ら
の
引
き
落
と
し
税
額
を

お
知
ら
せ
す
る
文
書
を
送
付
し
て

い
ま
す
。

  

︵ 

例
︶
65
歳
未
満
の
方
で
給
与
及
び

公
的
年
金
の
収
入
が
あ
る
方

   

※
前
年
と
比
較
し
て
、
給
与
や
年
金

等
の
額
又
は
扶
養
等
の
控
除
が
変

わ
ら
な
け
れ
ば
、
給
与
か
ら
の
引

き
落
と
し
に
よ
る
納
付
額
は
増
え

ま
す
が
︵
公
的
年
金
分
︶
、
そ
の

分
普
通
徴
収
は
発
生
し
な
く
な
り
、

税
額
自
体
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。

 

※
詳
細
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 ︻
問
い
合
わ
せ
︼

 

税
務
課
市
民
税
係

 

☎
 
８
３
９
６
︵
市
役
所
１
階)

税額の一般的な計算方法

①課税標準額の計算方法

 平成21年中の総収入から必要経費を差

し引き、所得金額を算出します。ただし、

給与、公的年金等は、必要経費に代わる

ものとして、収入に応じて一定の金額を

差し引きます。

  次に、所得金額から基礎控除を始め、

配偶者控除、扶養控除などの所得控除額

（所得控除一覧表を参照）を差し引き、

課税標準額を算出します。

②市民税・県民税額の計算方法

  課税標準額を基に、市民税、県民税の

税率10％を乗じ、（※）所得税との人的

控除額の差に基づく負担調整額を差し引

いた税額が所得割です。

  この所得割に均等割（市民税＝3,000円、

県民税＝1,500円）を加えた金額が市県

民税です。

 ※所得税との人的控除の差に基づく調整額

  １．課税標準額が200万円以下の方

   ①、②のいずれか小さい額の５％

   ①所得税との人的控除の差の合計額

   ②市県民税の課税標準額

  ２．課税標準額が200万円超の方

   ｛所得税との人的控除の差の合計額

   －（課税標準額－200万円）｝×５％

  ※ただし、この額が2,500円未満の場合

  は、2,500円です。

・基礎控除・・・・・・ 33万円 

   （５万円）

 ・配偶者控除・・・・・ 33万円 

 （５万円）

  老人(70歳以上)・・・ 38万円 

  （10万円）

  同居の特別障害者・・ 56万円 

 （17万円）

 ・配偶者特別控除(限度額) 33万円 

 （限度額５万円）

 ・扶養控除・・・・・・ 33万円 

 （５万円）

  特定(16歳以上23歳未満) 45万円 

 （18万円）

  老人(70歳以上)・・・ 38万円 

 （10万円）

・社会保険料控除(国民健康保険、介護保険料、国民年金等の支払額)

 ・生命保険料控除(限度額)・・・・・・・・・・・・・・35,000円

 ・個人年金保険料控除(限度額)・・・・・・・・・・・・35,000円

 ・地震保険料控除

  地震保険料(年間支払額の２分の１：限度額)・・・・・25,000円

  旧長期損害保険(限度額)・・・・・・・・・・・・・・10,000円

  ※ただし、どちらもある場合の限度額は、25,000円です。

 ・医療費控除・・・・(医療費－保険等の補てん額）－｛（所得金額

           ×５％）又は10万円のいずれか少ない額｝

  同居の老人・・・・・ 45万円 

 （13万円）

  同居の特別障害者・・ 56万円 

 （17万円）

 ・障害者控除・・・・・ 26万円 

 （１万円）

  特別障害者・・・・・ 30万円 

 （10万円）

 ・寡婦（夫）控除・・・ 26万円 

  （１万円）

  特別寡婦控除・・・・ 30万円 

 （５万円）

 ・勤労学生控除・・・・ 26万円 

 （１万円）

  ※（ ）内は、所得税との人的

 控除額の差です。

人 的 控 除

主な所得控除一覧表（所得税とは異なります）

そ の 他 の 控 除

給与等（公的年金以外）
に係る税額

公的年金等
に係る税額

給与からの天引き

（特別徴収）

納付書又は口座振替

（普通徴収）

給与等の所得割額に公的年金等の所得割額

を合算した税額を給与から天引き

（特別徴収）

改
正
後

改
正
前
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くらしの情報

■
対
象
 
市
内
商
工
業
者
で
、
引

き
続
き
１
年
以
上
同
一
の
事
業

を
営
ん
で
い
る
方

 

■
融
資
額

 

 
50
万
円
以
上
４
０
０
万
円
以
下

 

■
保
証
人

 
原
則
、
無
担
保
無
保
証
人

 

※
法
人
の
場
合
は
、
代
表
者
を
連

帯
保
証
人
と
し
ま
す
。

 
■
利
率
 
1.7
％

 
■
保
証
料
 
保
証
協
会
が
定
め
る

率
︵
年
0.41
％
～
1.86
％
︶

 

※
市
が
保
証
料
を
全
額
補
助
し
ま

す
。

 

■
貸
付
期
間

 

 
７
月
１
日
㈭
～
11
月
30
日
㈫

 

■
返
済
方
法
 
期
日
一
括
返
済
又

は
月
賦
均
等
返
済

 

■
申
込
先
 
日
田
商
工
会
議
所

 
☎
 
３
１
８
４

 

■
申
込
期
限
 
７
月
15
日
㈭

 

 
商
工
労
政
課
地
場
産
業
振
興
係

 

 
☎
 
８
２
３
９
︵
市
役
所
６
階)

   

 
メ
ジ
ロ
を
捕
ま
え
た
り(

捕
獲)

、

飼
っ
た
り
︵
飼
養
︶
す
る
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
市
の
許
可
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
メ
ジ
ロ
を
譲
り
受
け

た
場
合
も
申
請
が
必
要
で
す
。

 

 
な
お
、
メ
ジ
ロ
以
外
の
野
鳥
を

捕
獲
、
飼
養
す
る
こ
と
は
、
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

■
申
請
に
必
要
な
も
の

 

・
捕
獲
許
可
申
請
 
印
鑑

 

・
飼
養
許
可
申
請
 
印
鑑
、
捕
獲

 
許
可
証
、
手
数
料︵
３
４
０
０
円) 

■
捕
獲
・
飼
養
許
可
の
基
準

 

・
飼
養
で
き
る
鳥
 
メ
ジ
ロ

 

・
捕
獲
・
飼
養
で
き
る
羽
数

  

１
世
帯
に
つ
き
１
羽

 

・
捕
獲
許
可
期
間

 
許
可
の
日
か
ら
１
か
月

・
捕
獲
許
可
申
請
期
間
 
７
月
１

日
～
平
成
23
年
２
月
末
日

 

森
林
保
全
課
企
画
管
理
係

 

☎
 
８
２
１
２
︵
市
役
所
３
階)

    

 
男
女
共
同
参
画
と
は
、
男
性
と

女
性
が
、
職
場
や
家
庭
、
地
域
等

で
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を
発
揮
で
き
、

互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ

喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合
う
こ
と

を
い
い
ま
す
。

 

 
６
月
23
日
か
ら
の
男
女
共
同
参

画
週
間
に
合
わ
せ
て
、
大
分
県
消

費
生
活
・
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ

︵
ア
イ
ネ
ス
︶
で
は
、
﹁
ア
イ
ネ

ス
男
女
共
同
参
画
ウ
ィ
ー
ク
２
０

１
０
﹂
が
開
催
さ
れ
、
日
田
市
か

ら
は
井
上
睦
子
さ
ん
が
出
席
し
、

事
例
発
表
を
行
い
ま
す
。

 

 
ま
た
、
市
で
も
日
田
市
男
女
共

同
参
画
基
本
計
画
に
基
づ
き
広
報

や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
、
啓
発

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

 
皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に
男
女

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
︵
協
力
関

係
︶
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

 

企
画
課
男
女
共
同
参
画
推
進
・

統
計
係

 

☎
 
８
２
２
７
︵
市
役
所
４
階)

    

■
補
助
対
象
 
農
村
女
性
等
に
よ

る
二
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

 

■
補
助
内
容
 
設
備
新
設
・
改
修

費
、
機
材
︵
冷
蔵
庫
、
製
造
機
、

調
理
機
材
等
︶
の
購
入
費
な
ど

 

■
補
助
率
 
３
分
の
２
︵
１
か
所

に
つ
き
２
０
０
万
円
ま
で
︶

 

※
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
を
行
い

ま
す
。
申
込
み
を
希
望
す
る
方

は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

 

■
申
込
期
限
 
12
月
28
日
㈫

 

 ︻
申
込
先
︼

 

農
産
物
流
通
対
策
室

 

☎
 
８
２
２
４
︵
市
役
所
３
階)

問

問

問問

日
田
市
中
小
企
業
融
資
制
度

 
 
 
 
 
 
︵
夏
季
資
金
︶

６
月
23
日
か
ら
29
日
は

 
 
﹁
男
女
共
同
参
画
週
間
﹂

農
産
物
加
工
等

 
 
 
 
推
進
緊
急
対
策
事
業

メ
ジ
ロ
の
捕
獲
・
飼
養

お
知
ら
せ

今月は、

市県民税 第１期

 の納付月です。

納期内の納付をお

願いします。

  市では、国民健康保険の資格内容を確認するため、毎年、保険証の切替えを行っています。現在、各家庭に

ある保険証は、７月１日以降は無効となりますので、７月１日からは新しい保険証を医療機関の窓口に提示し

てください。

  新しい保険証は、６月中に簡易書留郵便で郵送しますので、個人が責任を持って管理してください。

 新しい保険証が届いたら内容を確認しましょう

  新しい保険証に生年月日等の記入誤りがないか、国民健康保険の資格のない方の保険証が含まれていないか

確認しましょう。市が新しい保険証を郵送した後に国民健康保険の脱退等の届出をされた方には、行き違いで

保険証が届くことがあります。その場合、郵送された保険証は使用できませんので、必ず破棄し、間違って使

用しないようにしてください。

 ※保険証のカバーは送付されません。

 保険証が届かない場合は  ６月30日を過ぎても保険証が届かない場合は、下記にお問い合わせください。

 古い保険証は 古い保険証は回収しませんので、ご自分で小さく切って破棄してください。

        医療機関などに預けている方は返してもらいましょう。

【問い合わせ】社会保険課国保・年金係 ☎２２－８２７１（市役所１階）

日田市国民健康保険証が新しくなります

７月１日から
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国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で

い
る
す
べ
て
の
人
︵
外
国
人
を
含

む
︶
が
対
象
で
、
人
口
と
世
帯
に

関
す
る
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査

で
す
。

 

 
９
月
下
旬
か
ら
、
国
勢
調
査
員

が
調
査
票
の
配
付
に
伺
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

 

企
画
課
男
女
共
同
参
画
推
進
・

統
計
係

☎
 
８
２
２
７
︵
市
役
所
４
階)

    

■
補
助
対
象
 
市
内
在
住
で
、
産

直
野
菜
を
出
荷
す
る
農
家

 

■
補
助
内
容
 
ミ
ニ
ハ
ウ
ス
︵
上

限
５
０
０
m2
︶
、
管
理
機
、
潅

水
施
設
及
び
ボ
ー
リ
ン
グ
の
導

入
に
要
す
る
経
費

 

■
補
助
金
額
 

 

・
ミ
ニ
ハ
ウ
ス
 
資
材
購
入
費
の

３
分
の
２
以
内
︵
上
限
額
有
り)

 

・
管
理
機
 
購
入
費
の
２
分
の
１

以
内
︵
上
限
９
万
円
以
内
︶

 

・
潅
水
施
設
 
資
材
購
入
費
の
２

分
の
１
以
内
︵
上
限
額
有
り
︶

 

・
ボ
ー
リ
ン
グ
 
諸
経
費
の
２
分

の
１
以
内
︵
農
業
用
に
限
る
、

上
限
額
有
り
︶

 

※
管
理
機
・
潅
水
施
設
及
び
ボ
ー

リ
ン
グ
は
、
ミ
ニ
ハ
ウ
ス
と
併

せ
て
の
補
助
が
条
件
で
す
。

 

※
申
込
方
法
な
ど
詳
細
は
、
左
記

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

農
業
振
興
課
農
産
振
興
係

☎
 
８
２
１
１
︵
市
役
所
３
階)

大
分
県
農
協
農
家
経
営
支
援
課

☎
 
７
６
４
６

大
分
大
山
町
農
協
営
農
課

☎
 
３
１
５
１

    
 
こ
れ
ま
で
市
民
課
︵
市
役
所
１

階
︶
で
し
か
で
き
な
か
っ
た
臨
時

運
行
許
可
証
及
び
臨
時
ナ
ン
バ
ー

の
返
却
が
、
各
振
興
局
で
も
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

 

※
貸
出
し
窓
口
は
、
従
来
ど
お
り

市
民
課
︵
市
役
所
１
階
︶
の
み

で
す
。

 

※
返
却
の
際
は
、
必
ず
臨
時
運
行

許
可
証
及
び
臨
時
ナ
ン
バ
ー
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

 

市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

☎
 
８
２
０
４
︵
市
役
所
１
階)

   

■
売
却
物
件

 

丸
の
内
住
宅
跡
地

 

・
所
在
地

 

 
日
田
市
丸
の
内
町
６
０
１
番
２

 

・
土
地
 
５
９
８．
81
m2
︵
宅
地
︶

 

・
予
定
価
格

 
１
３
３
１
万
２
０
０
０
円

 

■
競
争
入
札
の
日
時
・
場
所

 

 
７
月
９
日
㈮
 
午
後
２
時
～

 

大
分
県
日
田
総
合
庁
舎
４
階
東

会
議
室

 

■
競
争
入
札
の
参
加
申
込
受
付
期
限

 

 
６
月
28
日
㈪

 

※
入
札
情
報
は
、
大
分
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

︽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
︾

 h
ttp

://w
w

w
.p

re
f.o

ita
.jp

/s

ite
/b

a
ik

y
a
k
u
k
a
situ

k
e
/

 

※
申
込
方
法
な
ど
詳
細
は
、
左
記

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 ︻
申
込
先
︼

 

大
分
県
県
有
財
産
経
営
室

☎
０
９
７-

５
０
６-

２
９
７
２

    

■
と
き
 
７
月
９
日
㈮

 

 
午
前
10
時
～
午
後
４
時

 

■
と
こ
ろ
 
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

  
■
公
売
予
定
物
件

  
原
動
機
付
き
自
転
車
な
ど

■
公
売
へ
の
申
込
方
法
 
左
記
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
み

 

 
︽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
︾

h
ttp

://k
o
u
b
a
i.a

u
c
tio

n
s.y

a

h
o
o
.c

o
.jp

/

 

※
公
売
す
る
物
件
︵
動
産
︶
を
直

接
確
認
で
き
る
の
は
、
下
見
会

の
み
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
公

売
物
件
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

 

税
務
課
納
税
係

 

☎
 
８
２
０
５
︵
市
役
所
１
階)

    

 
大
分
県
で
は
、
﹁
ご
み
ゼ
ロ
お

お
い
た
作
戦
﹂
の
一
環
と
し
て
、

６
月
21
日
︵
夏
至
︶
と
７
月
７
日

︵
ク
ー
ル
ア
ー
ス
デ
イ
︶
の
午
後

８
時
か
ら
10
時
ま
で
の
２
時
間
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

 
そ
の
時
間
を
最
小
限
の
明
か
り

で
過
ご
す
、
使
わ
な
い
電
化
製
品

の
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
な
ど
、
簡

単
な
方
法
で
自
由
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
詳
細
は
、
大
分
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

大
分
県
地
球
環
境
対
策
課

☎
０
９
７-

５
０
６-

３
０
２
４

  

 
市
で
は
、
今
回
展
示
す
る
教
科

書
︵
見
本
︶
の
中
か
ら
、
平
成
23

年
度
か
ら
市
内
の
小
学
校
で
使
用

す
る
教
科
書
を
決
定
し
ま
す
。

 

■
展
示
場
所
・
期
間
等

 

市
役
所
別
館
３
階
中
会
議
室

 

 
６
月
18
日
㈮
～
７
月
２
日
㈮

 ︵
土
・
日
曜
日
を
除
く
︶

 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

 

淡
窓
図
書
館

 

６
月
18
日
㈮
～
７
月
16
日
㈮
︵
休

館
日
を
除
く
︶ 

午
前
10
時
～
午
後

７
時︵
日
曜
日
は
午
後
６
時
ま
で)

 
学
校
教
育
課
指
導
係

☎
 
８
２
２
１
︵
市
役
所
別
館

３
階
︶

  

 
学
校
の
要
請
に
応
じ
、
地
域
の

方
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
派
遣

す
る
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

紹
介
さ
れ
ま
す
。

 

■
と
き
 
６
月
26
日
㈯

 

 
午
前
11
時
25
分
～

 

 
Ｔ
Ｏ
Ｓ
テ
レ
ビ
大
分
﹁
ほ
っ
と

は
ー
と
Ｏ
Ｉ
Ｔ
Ａ
﹂

 

■
内
容

 
桂
林
・
静
修
小
学
校
で
の
学
校

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
紹
介

 

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
係

☎
 
８
２
３
５
︵
市
役
所
別
館

２
階
︶

   

■
と
き
 
７
月
４
日
㈰
︵
雨
天
決

行
︶ 
午
前
10
時
～
午
後
４
時

 

■
と
こ
ろ
 
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
九

州
日
田
工
場

 

■
内
容
 
ひ
た
ん
市
、
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど

 

■
参
加
費
 
無
料︵
一
部
有
料
あ
り)

 

※
当
日
は
、
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

が
運
行
し
ま
す
。
詳
細
は
、
左

記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
九
州
日
田
工
場

☎
 
１
１
１
１

観
光
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
振
興
課
ツ

ー
リ
ズ
ム
推
進
係

 

☎
 
８
２
１
０
︵
市
役
所
７
階)

問

問

問問

問

問問

問

問
教
科
書
の
見
本
を
展
示

平
成
22
年
 
国
勢
調
査

市
内
の
県
有
財
産
を
売
却

ミ
ニ
ハ
ウ
ス
等

 
 
施
設
導
入
に
対
す
る
補
助

臨
時
運
行
許
可
証
・
臨
時
ナ
ン

バ
ー
の
返
却

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

 
 
 
 
 
 
 
物
件
下
見
会

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
取

組
を
テ
レ
ビ
で
紹
介

﹁
あ
り
が
と
う
10
周
年
ビ
ー
ル

祭
り
﹂
を
開
催

１
２
０
万
人
の
夜
の
大
作
戦

 
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
を
実
施

か
ん

す
い
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くらしの情報

火
遊
び
に
よ
る
火
災
の
防
止

 

・
火
遊
び
を
見
か
け
た
ら
注
意
す

る
。

 

・
子
ど
も
だ
け
で
火
を
扱
わ
せ
な

い
。
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
を
子

ど
も
の
手
の
届
く
場
所
に
置
か

な
い
。

 

・
火
の
正
し
い
取
扱
い
方
と
恐
ろ

し
さ
を
教
え
る
。

 

花
火
を
行
う
と
き
の
注
意
点

 

・
花
火
に
書
か
れ
て
い
る
注
意
事

項
を
守
り
、
正
し
い
使
用
方
法

で
行
う
。

 

・
子
ど
も
だ
け
で
の
花
火
は
行
わ

な
い
。
ま
た
、
燃
え
や
す
い
物

の
近
く
や
風
の
強
い
と
き
の
花

火
は
避
け
る
。

 

・
バ
ケ
ツ
等
を
用
意
し
、
消
火
に

備
え
る
。

 

日
田
消
防
署
警
防
係

☎
 
２
２
０
４

    

・
ダ
ム
の
放
流
前
は
、
川
の
水
が

増
加
し
ま
す
の
で
サ
イ
レ
ン
が

鳴
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
川
か

ら
上
が
り
ま
し
ょ
う
。

 

・
夜
明
ダ
ム
放
流
中
は
電
光
表
示

盤
が
点
灯
し
ま
す
。
放
流
中
は
、

水
泳
や
魚
釣
り
等
、
川
岸
で
遊

ぶ
こ
と
は
危
険
で
す
。

 

・
川
岸
で
の
仕
事
を
し
て
い
る
方
、

川
原
に
車
、
船
等
を
置
い
て
い

る
方
は
、
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

 

九
州
電
力
㈱
日
田
土
木
保
修
所

☎
 
３
６
１
５

      

 
国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替

を
早
割
︵
当
月
末
振
替
︶
に
す
る

と
、
保
険
料
が
毎
月
50
円
割
引
と

な
り
ま
す
。

 

※
当
月
末
振
替
を
利
用
す
る
に
は
、

申
込
み
が
必
要
で
す
。︵
現
在
、

翌
月
末
振
替
を
さ
れ
て
い
る
方

も
変
更
の
申
込
み
が
必
要
︶

 

※
一
部
納
付
︵
半
額
免
除
な
ど
︶

の
承
認
を
受
け
て
い
る
方
は
、

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

 

※
申
込
方
法
な
ど
詳
細
は
、
左
記

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

☎
 
６
１
７
４

 

社
会
保
険
課
国
保
・
年
金
係

☎
 
８
２
７
１
︵
市
役
所
１
階) 

    

■
実
施
期
間
︵
予
定
︶

 

 
７
月
21
日
㈬
～
８
月
31
日
㈫

 

 
午
前
９
時
～
午
後
４
時

 

※
土
・
日
曜
日
、
お
盆
、
登
校
日

を
除
き
ま
す
。

 

※
期
間
中
１
、
２
日
だ
け
の
参
加

も
可
能
で
す
。

 

※
参
加
者
に
は
、
事
前
説
明
や
研

修
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

 

■
実
施
場
所

 
大
分
県
立
日
田
支
援
学
校
プ
レ

イ
ル
ー
ム
︵
石
松
町
︶

 

※
右
記
以
外
の
場
所
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

■
対
象
者
 
中
学
生
以
上

 

■
内
容

 

・
日
常
生
活
の
援
助

 

・
工
芸
や
手
芸
等
の
屋
内
活
動
時

の
援
助

 

・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
屋
外
活
動
時
の

援
助

 

日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
 
７
０
２
６

 

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

 
☎
 
８
２
９
０
︵
市
役
所
１
階)  

     

■
と
き
 
10
月
24
日
㈰

 

■
と
こ
ろ

 
大
分
県
日
田
総
合
庁
舎

 

■
申
込
期
間

 

 
７
月
１
日
㈭
～
31
日
㈯

 

■
試
験
手
数
料
 
８
５
０
０
円

 

※
受
験
申
込
書
は
、
６
月
下
旬
か

ら
大
分
県
西
部
保
健
所
、
社
会

保
険
課
で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、

大
分
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
６

月
下
旬
か
ら
受
験
案
内
等
を
掲

載
し
ま
す
。

 

社
会
保
険
課
介
護
保
険
係

☎
 
８
２
６
４
︵
市
役
所
１
階)  

 

大
分
県
西
部
保
健
所

 

☎
 
３
１
３
３

 

大
分
県
高
齢
者
福
祉
課

 

☎
０
９
７-

５
０
６-

２
６
９
２

   

■
と
き
・
と
こ
ろ

                 

■
講
習
内
容
 
法
令
、
狩
猟
鳥
獣

の
判
別
、
猟
具
の
取
扱
い
、
実
技

 
■
申
込
期
間

 

�
①
②
 
７
月
１
日
㈭
～
９
日
㈮

 

�
③
 
 
８
月
２
日
㈪
～
12
日
㈭

 

■
受
講
料

 

             

■
申
込
先

 

・
旧
市
内
に
居
住
の
方

 

 
日
田
市
猟
友
会
︵
光
興
産
内
︶

  

☎
 
０
１
５
７

 

・
旧
郡
部
に
居
住
の
方

 

日
田
市
郡
猟
友
会
︵
古
賀
行
政

書
士
事
務
所
内
︶

 

☎
 
４
０
６
４

 

森
林
保
全
課
企
画
管
理
係

  

☎
 
８
２
１
２
︵
市
役
所
３
階)  

問

問

問

問

問

問
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

 
 
口
座
振
替
が
便
利
で
お
得

障
が
い
児
の
夏
休
み

サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

火
遊
び
・
花
火
に
よ
る

 
 
 
 
 
 
火
災
の
防
止
を

夜
明
ダ
ム
の
放
流
に
伴
う

 
 
 
 
 
 
 
 
お
知
ら
せ

平
成
22
年
度
介
護
支
援
専
門
員

 
 
 
 
実
務
研
修
受
講
試
験

平
成
22
年
度
初
心
者
狩
猟
講
習
会

保
健
・
福
祉

講
座
・
教
室
・
講
演
会

網猟、わな猟、第一種銃猟、

第二種銃猟、網猟及びわな猟、

第一種銃猟及び第二種銃猟

各7,000円

網猟・わな猟及び第一種銃猟、

網猟・わな猟及び第二種銃猟、

網猟・わな猟及び第一種銃猟

並びに第二種銃猟

各9,000円

種類 受講料

ところとき種類

７月17日㈯
午前10時～
  午後４時30分

７月18日㈰～19日㈷
午前10時～
  午後４時30分

８月29日㈰
午前10時～
  午後４時30分

大分県林業会館
（大分市）
☎097－545-1211

   〃

パトリア日田

☎25－5000

①網猟、わな猟

②第一種銃猟、

 第二種銃猟

③網猟、わな猟

広報

次回は

７月１日号
７月１日㈭に発送します。
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■
と
き
 
７
月
29
日
㈭
・
30
日
㈮

  
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

 

※
講
習
は
、
２
日
間
で
す
。

 

※
証
明
写
真
︵
縦
３
cm
×
横
2.5
cm)

が
必
要
で
す
。

 

■
と
こ
ろ

 
日
田
玖
珠
地
域
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
３
階
経
営
研
修
室

 

■
対
象
 
甲
種
防
火
管
理
講
習
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
方

 

■
募
集
数
 
90
人
︵
先
着
順
︶

 

■
受
講
料
 
５
０
０
０
円

 

■
申
込
期
間
 

 
７
月
１
日
㈭
～
15
日
㈭

 ︻
申
込
先
︼
日
田
消
防
署
予
防
係

☎
 
２
２
０
４

    

 
市
で
は
、
水
戸
市
、
足
利
市
、

備
前
市
と
共
に
﹁
近
世
日
本
の
学

問
・
教
育
遺
産
群
﹂
と
し
て
私
塾

咸
宜
園
の
世
界
遺
産
登
録
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

 

 
そ
こ
で
、
世
界
遺
産
や
咸
宜
園

が
果
た
し
た
役
割
等
に
つ
い
て
知

る
た
め
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

 

■
と
き

 

 
７
月
２
日
㈮
 
午
後
７
時
開
演

 

■
と
こ
ろ

 

 
パ
ト
リ
ア
日
田
小
ホ
ー
ル

 

■
演
題
 
世
界
遺
産
の
現
在
と
未

来
 
学
問
・
教
育
遺
産
の
可
能
性

 

■
講
師

 

 
筑
波
大
学
大
学
院 

人
間
総
合

科
学
研
究
科
教
授 

世
界
遺
産

学
専
攻
長
 
日
高
健
一
郎 

氏

 

■
参
加
費
 
無
料

 

※
事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。

 

 
世
界
遺
産
推
進
室

 

☎
 
７
１
７
１
︵
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
内)

   
■
と
き
・
と
こ
ろ

 
・
学
科
 
７
月
23
日
㈮
 
日
田
玖

珠
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー 

・
実
技
 
７
月
26
日
㈪
～
29
日
㈭

 
ナ
ン
ブ
木
材
跡
地
︵
内
河
町
︶

 

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
８
時
～

午
後
５
時
︵
23
日
は
午
後
６
時

ま
で
︶

  

※
大
型
特
殊
免
許
所
持
者
の
実
技

は
、
特
殊
技
能
セ
ン
タ
ー
で
実

施
し
ま
す
。
詳
細
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

■
募
集
数
 
30
人
︵
先
着
順)

 

■
受
験
料
 

 

・
大
型
特
殊
免
許
所
持
者

 

 
１
万
３
６
５
０
円
︵
カ
タ
ピ
ラ

限
定
付
き
は
除
く
︶

 

・
普
通
免
許
所
持
者

 

 
２
万
６
２
５
０
円

 

※
い
ず
れ
も
、
テ
キ
ス
ト
代
１
５

０
０
円
が
別
途
必
要
で
す
。

 

※
右
記
の
免
許
が
無
い
方
は
受
講

で
き
ま
せ
ん
。

 

■
申
込
方
法
 
左
記
に
備
付
け
の

申
込
書
に
写
真
２
枚
︵
縦
3.0
cm

×
横
2.4
cm
、
１
枚
は
申
込
書
に

貼
付
︶
と
運
転
免
許
証
の
写
し

を
添
え
て
提
出

 

※
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

 

■
申
込
期
限
 
７
月
５
日
㈪

 

日
田
市
工
業
連
合
会
事
務
局

︵
商
工
労
政
課
内
︶

 

☎
 
８
２
３
９
︵
市
役
所
６
階) 

     

■
出
願
期
限
 
８
月
31
日
㈫

 

※
随
時
、
無
料
体
験
入
学
実
施
中

で
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

※
視
聴
方
法
、
特
長
、
学
費
な
ど

詳
細
は
、
放
送
大
学
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
募
集
要
項

等
︵
無
料
︶
を
送
付
し
ま
す
。

 ︻
申
込
先
︼

放
送
大
学
大
分
学
習
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
９
７-
５
４
９-

６
６
１
２

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
係

☎
 
８
２
３
５
︵
市
役
所
別
館

２
階
︶

    

■
と
き

①
７
月
18
日
㈰
 
午
後
６
時
～

 

 ︵
対
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
戦
︶

 

②
10
月
23
日
㈯

 

※
時
間
は
８
月
上
旬
に
決
定

 

 ︵
対
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
戦
︶

 

■
と
こ
ろ
 
大
分
銀
行
ド
ー
ム

 

■
対
象
 
大
分
県
民

 

※
①
に
当
選
し
た
方
は
、
②
へ
の

申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

■
募
集
数
 
各
４
０
０
０
人
程
度

 

 ︵
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
︶

 

■
申
込
方
法
 
往
復
は
が
き
に
希

望
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
年
齢
︵
小
・
中
学
生
、

高
校
生
は
学
年
︶
を
記
入
し
、

申
込
み
︵
未
就
学
児
は
無
料
の

た
め
応
募
不
要
︶

 

※
１
枚
で
５
人
ま
で
申
込
み
可
能
。

  

※
会
場
ま
で
の
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

■
申
込
先
 
〒
８
７
０-

０
１
２
６

大
分
市
大
字
横
尾
１
６
２
９

 

�
㈱
大
分
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

 

 ﹁
大
分
県
民
Ｄ
Ａ
Ｙ
招
待
事
業
係
﹂

 

■
申
込
期
限
︵
当
日
消
印
有
効
︶

①
６
月
30
日
㈬
 
②
９
月
30
日
㈭

 

大
分
県
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
０
９
７-

５
０
６-

２
０
５
６

 

 

  

■
と
き
 
６
月
28
日
㈪
～
７
月
４

日
㈰
 
午
前
８
時
30
分
～
午
後

７
時
︵
土
・
日
曜
日
は
午
前
10

時
～
午
後
５
時
︶

 

■
相
談
電
話
番
号
 

 

 
☎
０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

 

■
相
談
員

 

 
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

 

■
相
談
内
容
 
学
校
で
の
い
じ
め
、

体
罰
、
児
童
虐
待
な
ど
、
子
ど

も
に
関
す
る
人
権
問
題

 

大
分
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

 

☎
０
９
７-

５
３
２-

３
３
６
８

   

■
と
き
 
７
月
２
日
㈮

 

 
午
後
１
時
30
分
～
４
時

 

■
と
こ
ろ

 

 
市
役
所
地
下
消
費
生
活
相
談
室

 

■
相
談
員
 
宅
地
建
物
取
引
主
任
者

︵
宅
建
協
会
役
員
︶

 

■
相
談
内
容
 
不
動
産
取
引
に
関

わ
る
一
般
相
談
︵
事
前
に
電
話

で
予
約
が
必
要
で
す
︶

 

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
日
田
支
部

☎
 
２
１
０
３

   

■
と
き
 
７
月
４
日
㈰
、
11
日
㈰

 

 
午
前
９
時
～
午
後
５
時

 

■
と
こ
ろ
 
日
田
公
証
役
場

 

 ︵
市
役
所
前
の
交
差
点
の
角
︶

 

■
相
談
員

 
日
田
公
証
役
場
公
証
人

 

■
相
談
内
容
 
遺
言
、
相
続
、
離

婚
、
金
銭
貸
借
、
賃
貸
借
、
会

社
定
款
、
高
齢
者
の
財
産
管
理

な
ど
の
法
律
相
談
︵
平
日
の
電

話
予
約
が
必
要
で
す
︶

  

日
田
公
証
役
場
 
☎
 
６
７
５
１

問

問

問

問

問問

問

問
不
動
産
市
民
相
談
室
 
 
無
料

日
曜
公
証
遺
言
法
律
相
談

無
料

平
成
22
年
度
甲
種
防
火
管
理
講
習

世
界
遺
産
登
録
推
進
に
向
け
た

講
演
会

放
送
大
学
 
平
成
22
年
度

第
２
期
学
生
募
集︵
10
月
入
学
︶

大
分
ト
リ
ニ
ー
タ

 
 
 
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
に
招
待

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習
会

募
 
集

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

電
話
相
談
 
 
 
 
 
 
無
料

相
 
談

‥
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■
と
き
・
と
こ
ろ

 

 
７
月
７
日
㈬
 
午
前
９
時
～
正
午

 

 
 
天
瀬
公
民
館

 

■
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員

 

■
相
談
内
容

 

 
各
官
公
庁
に
対
す
る
意
見
・
要

望
や
悩
み
ご
と
な
ど

 

市
民
課
３
日
以
内
窓
口

☎
 
８
２
３
３
︵
市
役
所
１
階)

 

天
瀬
振
興
局
 
☎
 
８
２
０
１

    

■
と
き
 
７
月
９
日
㈮

 

 
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

 

■
と
こ
ろ

 

 
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階

 

■
相
談
員
 
理
学
療
法
士
、
保
育

士
、
臨
床
心
理
士
、
保
健
師

 

■
相
談
内
容

 

・
子
ど
も
の
動
き
が
激
し
い
、
こ

だ
わ
り
が
強
い
、
友
達
と
う
ま

く
遊
べ
な
い
な
ど
、
発
達
や
子

ど
も
へ
の
関
わ
り
方
に
関
す
る

相
談

 

・
歩
き
方
が
気
に
な
る
、
転
び
や

す
い
な
ど
運
動
発
達
に
関
す
る

相
談

 

※
事
前
に
電
話
で
申
込
み
が
必
要

 

■
申
込
期
限
 
６
月
30
日
㈬

 ︻
申
込
先
︼

 

地
域
保
健
課
健
康
支
援
係

 

☎
 
３
０
０
０︵
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内)

   

■
と
き
 
７
月
14
日
㈬

 

 
午
後
１
時
～
５
時

 

※
相
談
時
間
は
30
分
以
内

 

■
と
こ
ろ

 
市
役
所
地
下
消
費
生
活
相
談
室

 

■
相
談
員
 
弁
護
士

 

■
相
談
内
容
 
多
重
債
務
を
始
め

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談

 

■
募
集
数
 
８
人
︵
先
着
順
︶

 
※
事
前
に
電
話
で
申
込
み
が
必
要

 
■
予
約
開
始
日
 
６
月
25
日
㈮

 

 
午
前
８
時
30
分
～

 ︻
申
込
先
︼
商
工
労
政
課
消
費

生
活
・
労
働
福
祉
係

☎
 
９
３
９
３
︵
市
役
所
６
階)

    

﹁
大
肥
郷
農
業
体
験
塾
２
０
１
０
﹂

参
加
者
募
集

 

□
開
催
予
定
日
︵
計
５
回
︶

  

６
月
27
日
㈰
、
８
月
１
日
㈰
、

９
月
20
日
㈷
、
10
月
17
日
㈰
、

11
月
21
日
㈰

 

※
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
10
時

～
午
後
２
時
を
予
定

 

□
集
合
場
所
 
今
山
公
民
館
︵
夜

明
上
町
・
Ｊ
Ｒ
日
田
彦
山
線
今

山
駅
前
︶

 

□
内
容
 
時
期
に
応
じ
た
農
作
業

の
体
験
・
収
穫
、
食
の
体
験
な

ど
︵
収
穫
し
た
作
物
は
、
一
部

持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︶

 

□
対
象
 
市
内
外
及
び
老
若
男
女

を
問
わ
ず
15
組
︵
グ
ル
ー
プ
又

は
家
族
︶

 

※
個
人
参
加
も
可
能
で
す
。

 

□
参
加
費
︵
昼
食
付
き
︶

 

・
年
間
通
じ
て
の
参
加

 

 
 
１
組
＝
３
０
０
０
円

 

・
１
回
ご
と
の
参
加

 

 
 
１
組
＝
１
０
０
０
円

 

□
申
込
方
法
 
電
話
又
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
左
記
に
申
込
み

※
申
込
み
は
、
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

 

□
問
い
合
わ
せ
 

 

 
も
も
は
工
房
／
☎
 
７
２
１
１

 

 (

Ｆ
Ａ
Ｘ
︶
 
７
２
１
０

 
大
肥
郷
ふ
る
さ
と
農
業
振
興
会

(

森
山)

／
☎
 
２
３
３
０

介
護
者
教
室

 

□
と
き
 
６
月
27
日
㈰

 

 
午
前
11
時
～
正
午

 
□
と
こ
ろ

 
花
月
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
フ
ロ
ア

 

□
内
容
 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
﹁
希

望
﹂
に
よ
る
演
劇
﹁
認
知
症
っ

て
な
あ
に
？
﹂

 

□
参
加
費
 
無
料

 

※
事
前
に
電
話
で
予
約
が
必
要

 

□
問
い
合
わ
せ
 
社
会
福
祉
法
人

平
成
会
 
花
月
園︵
高
瀬
︶／

 

 
☎
 
３
５
０
０

第
60
回 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

  

７
月
は
﹁
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ

ラ
～
﹂
強
化
月
間
で
す
。

 

□
と
き
・
と
こ
ろ
・
内
容

 

 
７
月
４
日
㈰

 

・
推
進
大
会
 
午
前
９
時
～
正
午

 

 
中
央
公
民
館
︵
文
化
セ
ン
タ
ー)

 

・
街
頭
活
動
 
午
後
２
時
～
３
時

 
Ｊ
Ｒ
日
田
駅
前

 

※
街
頭
活
動
で
は
、
市
民
楽
団
に

よ
る
演
奏
会
を
行
い
ま
す
。

 

□
参
加
費
 
無
料

 

□
問
い
合
わ
せ
 
日
田
保
護
区
保

護
士
会
︵
後
藤)

／
☎
 
１
３
２
６

第
３
回
水
郷
ひ
た
三
隈
川
ボ
ー
ト

大
会
出
場
チ
ー
ム
募
集

 

□
と
き
・
と
こ
ろ
 
７
月
４
日
㈰

 

 
午
前
９
時
～

 
京
町
児
童
公
園
前
河
川
敷

 

・
練
習
会
 
７
月
３
日
㈯

 

 
午
後
１
時
～
４
時

 
三
隈
大
橋
下
河
川
敷

  

□
対
象
 
１
チ
ー
ム
５
人
以
上
︵
漕

ぎ
手
４
人
、
舵
取
り
１
人
︶

 

□
内
容
 
銭
渕
橋
か
ら
三
隈
大
橋

ま
で
の
３
０
０
メ
ー
ト
ル
の
順

位
決
定
レ
ー
ス
︵
ナ
ッ
ク
ル
フ

ォ
ア
艇
を
使
用
︶

 

※
申
込
方
法
な
ど
詳
細
は
、
左
記

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

□
申
込
期
限
 
６
月
25
日
㈮

 

□
問
い
合
わ
せ
 
日
田
市
ボ
ー
ト

協
会︵
梶
原)

／
☎
 
８
２
２
２

第
21
回
地
域
公
演

ア
ン
デ
ィ
先
生
の
ス
ト
リ
ー
ト
マ

ジ
ッ
ク
＋
五
右
衛
門

 

□
と
き
 
７
月
11
日
㈰

 

 
午
後
１
時
～
、
午
後
６
時
30
分

～
の
２
回
公
演

※
６
月
28
日
・
29
日
は
、
事
前
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

 

□
と
こ
ろ
 
中
央
公
民
館
︵
文
化

セ
ン
タ
ー
︶
ホ
ー
ル

 

□
入
場
料
 
会
員
無
料
︵
会
員
以

外
の
方
は
一
部
有
料
︶

 

※
当
日
の
入
会
も
可
能
で
す
。
詳

細
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 

□
問
い
合
わ
せ
 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日

田
子
ど
も
劇
場
／
☎
 
０
１
９

１
︵
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
前

10
時
～
午
後
４
時
︶

  

第
２
回
﹁
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
記
録
会
﹂

 

参
加
者
募
集

 

□
と
き
 
７
月
11
日
㈰

 

 
午
前
９
時
～
正
午

 

□
と
こ
ろ
 
オ
ー
ス
テ
ン
ス
イ
ミ

ン
グ
プ
ラ
ザ
室
内
温
水
プ
ー
ル

 

□
対
象
 
市
内
や
日
田
市
近
郊
に

在
住
の
幼
児
・
児
童

 

□
参
加
費

 

 
個
人
種
目
一
人
２
０
０
円
、
リ

レ
ー
種
目
１
チ
ー
ム
３
０
０
円

 

□
申
込
方
法
 
左
記
窓
口
で
申
込
み

 

□
申
込
期
限
 
７
月
３
日
㈯

 

※
競
技
種
目
な
ど
詳
細
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

□
問
い
合
わ
せ
 
オ
ー
ス
テ
ン
ス

イ
ミ
ン
グ
プ
ラ
ザ︵
藤
井
︶／

 
☎
 
８
４
４
８

問 問

問

の
び
の
び
発
達
相
談
︵
子
ど
も

の
発
達
相
談
会
︶
 
 
 
無
料

定
例
行
政
相
談
 
 
 
 
無
料

無
料
弁
護
士
相
談
会

タ
ウ
ン

タ
ウ
ン

タ
ウ
ン

タ
ウ
ン

お
お

ひ

ご
う
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項   目 内容・持参するもの・その他とき（受付時間） 会  場

項   目 対  象 内容・持参するもの・その他とき（受付時間） 会  場

母子健康手帳交付

女性専用健康相談

肝炎ウイルス検査

エ イ ズ 抗 体 検 査

４か月児健康診査

７か月児健康診査

１歳６か月児健康診査

３ 歳 児 健 康 診 査

乳 幼 児 健 康 相 談
（すくすく相談）

市 内 全 域
成 人 健 康 相 談

西 有 田 地 区
成 人 健 康 相 談

五 和 地 区
成人・乳幼児健康相談

※それぞれの健診は、どの会場でも受けられますので、いずれかの会場で一度受けてください。
※その他の乳幼児健康相談は、成人健康相談と同時実施です。詳細は下記を参照してください。   

※前津江、中津江、上津江、大山、鎌手、馬原、五馬、中川、小野、東有田、夜明地区での成人健康相談は、自治会を通じて
 お知らせします。健康手帳・健診結果をお持ちになって、是非、お越しください。

地域保健課健康支援係（ウェルピア１階） ☎24-3000   天瀬振興局市民福祉課   ☎57-8204
大山振興局市民福祉課 ☎52-3101   前津江振興局市民福祉課  ☎53-2111
中津江振興局市民福祉課 ☎54-3111   上津江振興局市民福祉課  ☎55-2011

【問い合わせ】

２日�・16日�
23日�・30日�
（9:00～16:00）

13日�
（13:00～13:30）

各振興局窓口
（予約制）

14日�
（13:00～13:30）

15日㈭
（13:30～14:00）

要予約制

随時
（要電話予約）

市役所７階
大会議室

各振興局内の
会議室又は窓口

ウェルピア 妊  婦
（妊娠届出書を

お持ちの方）

平成22年２月20日
～３月19日

生まれ

市役所７階
大会議室

大山保健
センター

平成21年
12月生まれ

平成20年
11月～12月生まれ16日㈮

（13:00～13:30）

天瀬公民館
東渓分館

22日㈭
（13:00～13:30）

市役所７階
大会議室

平成20年
12月生まれ

15日㈭
（13:30～14:00）

大山保健
センター 平成19年

２月～３月生まれ

平成19年
３月生まれ

16日㈮
（13:00～13:30）

天瀬公民館
東渓分館

21日㈬
（13:00～13:30）

市役所７階
大会議室

29日㈭
（10:00～11:00）

なかつえ
保育園

未就学児

ウェルピア１階

ウェルピア１階

大分県
西部保健所

23日�
（9:30～11:00）

西有田公民館

１日㈭
（9:30～11:30）

15日㈭
（9:00～11:00）

五和公民館

◇内容：母子健康手帳の交付、使い方や
 妊娠中の健康管理（保健師）などの説明
◇持参するもの：妊娠届出書
※左記の交付日に来られない方は、交付
 を希望する各窓口に事前に電話で予約
 して、お越しください。

◇内容：身体計測、保健相談
◇持参するもの：母子健康手帳
※前津江保健センター・中央児童館・天

瀬児童館・すぎっ子保育園・大山保健
センターでは、７月は行いません。

◇内容：身体計測、内科・歯科診察、歯
や歯磨きの相談、栄養相談、保健相談

◇持参するもの：問診票、母子健康手帳
※歯を磨いてきてください。
※１歳６か月児健診は、幼児用歯ブラシ

を持参してください。
※事前に封書で個別通知します。
※７月１日までに通知のない方は、受診

する地域の振興局・市役所等に連絡し
てください。 

◇内容：身体計測、内科・整形外科診察、
 離乳食の相談、保健相談
◇持参するもの：母子健康手帳
◇内容：身体計測、内科診察、離乳食の
 相談、保健相談、絵本の読み聞かせ
◇持参するもの：母子健康手帳 

◇内容：女性特有の健康上の悩みなどに関する相談
◇申込方法：電話で地域保健課健康支援係に予約

〈成人健康相談〉◇内容：血圧測定、検尿、体脂肪率測定、
生活習慣病などに関する相談

◇持参するもの：健康手帳、健診を受けた方は健診結果
〈妊産婦・乳幼児健康相談〉
◇内容：身体計測、発育・発達や育児の悩みなどの相談
◇持参するもの：母子健康手帳

◇申込方法：電話で大分県西部保健所（☎23-3133）に
 予約
◇料金：無料 
※エイズ抗体検査は匿名でも受けられます。
※肝炎のインターフェロン治療に対する医療費助成も
 行っています。

◇内容：血圧測定、検尿、体脂肪率測定、生活習慣病
 などに関する相談（希望者はみそ汁の塩分測定）
◇持参するもの：健康手帳、みそ汁少々（希望者のみ）
※平成22年度は、奇数月に開催します。 



今
号
の
コ
ラ
ム
は
、
ケ
ビ
ン
が
担
当
し
ま
す
。

ロ
ウ
と
ケ
ビ
ン
の

22

フ
ラ
ン
ス
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①

国
際
交
流
の

国
際
交
流
の

国
際
交
流
の

ス
ス
メ

ス
ス
メ

ス
ス
メ

海外からのお便り海外からのお便り海外からのお便り

写真中央がデュマ・美佳さん

結婚前の儀式を楽しむグループ

 

 
デ
ュ
マ
・
美
佳
さ
ん
の
フ
ラ
ン
ス
か

ら
の
お
便
り
を
お
送
り
し
ま
す
。

 
  
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

 
 
今
号
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
生
活
２
年
目
、

パ
リ
か
ら
南
へ
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ

た
郊
外
で
生
活
し
て
い
る
私
が
、
こ
の

国
で
感
じ
た
こ
と
、
経
験
し
た
こ
と
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

 

 
６
月
と
い
え
ば
⋮
、
ジ
ュ
ー
ン
ブ
ラ

イ
ド
︵
６
月
の
花
嫁
︶
。
フ
ラ
ン
ス
は

さ
わ
や
か
な
気
候
で
、
結
婚
式
を
挙
げ

る
カ
ッ
プ
ル
も
多
く
い
ま
す
が
、
フ
ラ

ン
ス
に
は
伝
統
的
な
結
婚
前
の
儀
式
が

あ
る
の
で
す
。

 

 
そ
れ
は
﹁E

n
te

rre
m

e
n
t d

e
 v

ie
 

d
e
  je

u
n
e
 fille

﹂
と
言
い
、
フ
ラ
ン

ス
語
で
﹁
未
婚
女
性
の
人
生
の
埋
没
﹂

と
い
う
意
味
で
す
。
簡
単
に
言
え
ば
結

婚
前
の
ば
か
騒
ぎ
で
す
が
、
男
性
も
同

じ
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
。

 

 
こ
の
日
が
来
る
と
ま
ず
、
主
役
は
強

引
に
友
達
に
連
れ
て
い
か
れ
、
そ
の
日

の
指
令
が
書
か
れ
た
紙
を
渡
さ
れ
ま
す
。

主
役
は
、
そ
の
紙
に
書
か
れ
た
内
容
に

従
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

  

先
日
、
駐
車
場
で
出
会
っ
た
女
性
グ

ル
ー
プ
の
主
役
は
、
﹁
洗
車
50
台
﹂
の

指
令
⋮
。
彼
女
は
駐
車
場
に
車
を
止
め

て
い
る
人
に
交
渉
し
、
洗
車
を
開
始
。

し
か
し
、
洗
車
が
終
わ
る
と
１
ユ
ー
ロ

を
ご
祝
儀
？
︵
洗
車
代
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
︶
と
し
て
貯
金
箱
に
投
入
し
て
も

ら
い
、
お
ま
け
に
祝
福
の
言
葉
も
か
け

て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
ち
ゃ
っ
か
り

し
た
グ
ル
ー
プ
で
し
た
。

 

 
ば
か
騒
ぎ
を
や
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ

は
、
目
立
つ
格
好
を
し
て
い
る
の
で
、

す
ぐ
に
分
か
り
ま
す
。
ほ
か
に
見
た
こ

と
が
あ
る
の
は
、
牛
の
着
ぐ
る
み
を
着

た
女
性
グ
ル
ー
プ
で
す
。
指
令
に
は
い

ろ
い
ろ
書
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
背
が

高
く
て
金
髪
で
、
眼
鏡
を
か
け
見
た
目

が
怖
そ
う
な
男
性
に
交
渉
し
て
、
ほ
っ

ぺ
に
キ
ス
を
し
た
証
拠
写
真
を
撮
る
こ

と
な
ど
⋮
。

 

 
見
て
い
る
方
は
楽
し
い
の
で
す
が
、

主
役
は
い
ろ
ん
な
こ
と
を
さ
せ
ら
れ
る

の
で
、
ド
キ
ド
キ
で
大
変
で
す
よ
ね
。

 
 
こ
ん
な
感
じ
で
フ
ラ
ン
ス
で
発
見
し

た
こ
と
を
こ
れ
か
ら
お
届
け
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

      

 
皆
さ
ん
、

V
o
lu

n
to

u
ris

m

︵
ボ
ラ
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
︶
と
い
う
言

葉
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
。
こ
れ
は
、V

olu
n
teer

︵
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
︶
とT

o
u
rism

︵
ツ

 

ー
リ
ズ
ム
︶
２
つ
の
言
葉
を
合
わ
せ
た

も
の
で
、
簡
単
に
言
う
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
観
光
を
両
方
体
験
す
る
旅
で
す
。

90
年
代
か
ら
始
ま
り
、
こ
こ
数
年
間
の

う
ち
に
北
米
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
人
気
に

な
り
ま
し
た
。

 

 
例
え
ば
、
あ
る
地
域
で
草
作
り
の
家

に
住
ん
で
い
る
人
は
、
毎
年
モ
ン
ス
ー

ン
︵
季
節
風
︶
の
季
節
に
大
き
な
災
害

に
遭
う
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
セ
メ

ン
ト
の
家
を
建
て
て
も
ら
い
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
毎
日
40
度
以
上
の
気

温
の
中
、
レ
ン
ガ
と
セ
メ
ン
ト
を
運
び
、

村
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
作
る
ご
飯

を
食
べ
、
天
井
に
扇
風
機
し
か
な
い
部

屋
で
休
み
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

現
地
の
状
況
を
で
き
る
限
り
知
り
、
地

元
の
方
に
と
っ
て
必
要
な
も
の
を
支
援

し
ま
す
。
ま
た
、
支
援
だ
け
で
な
く
、

い
つ
ま
で
も
心
に
刻
み
付
け
ら
れ
る
思

い
出
を
作
り
ま
す
。
こ
れ
が
ボ
ラ
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
本
来
の
目
的
で
す
。

 

 
し
か
し
、
最
近
は
、
本
来
の
目
的
と

は
か
け
離
れ
た
﹁
高
級
な
ボ
ラ
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
ツ
ア
ー
﹂
を
行
う
海
外
の
旅
行

会
社
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
ツ
ア

ー
は
、
地
域
が
求
め
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
︵
活
動
︶
を
行
う
の
で
は
な
く
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
︵
参
加
者
︶
に
と
っ
て

人
気
の
活
動
を
優
先
し
て
い
る
こ
と
が

多
い
の
で
す
。

 

 
例
え
ば
あ
る
地
域
で
は
、
清
潔
な
水

路
を
確
保
す
る
こ
と
が
地
域
住
民
に
と

っ
て
の
優
先
課
題
で
す
が
、
水
道
パ
イ

プ
の
設
置
な
ど
大
変
な
作
業
を
要
す
る

た
め
、
簡
単
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
集
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
活
動
内
容
の

ツ
ア
ー
に
変
更
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

 

 
お
ま
け
に
ツ
ア
ー
の
参
加
者
は
、
高

級
ホ
テ
ル
に
泊
り
、
グ
ル
メ
な
料
理
を

食
べ
て
、
き
れ
い
な
車
に
乗
っ
て
現
地

に
行
く
と
い
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
た
地
域
の
方
か
ら

見
た
ら
ど
う
思
う
で
し
ょ
う
⋮
。

 

 
僕
が
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と
は
、

自
分
が
意
図
し
て
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
目
的
は
、
必
ず
し
も
相
手
や
対

象
に
と
っ
て
大
事
な
も
の
か
は
分
か
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
募
金
を
す
る
前
に
、

そ
の
活
動
の
目
標
、
意
図
を
よ
く
理
解

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

 

 
誰
も
一
人
で
は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。

機
会
が
あ
れ
ば
他
人
に
サ
ポ
ー
ト
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

 

 
皆
さ
ん
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

 



日田市長 佐 藤 陽 一

コラム 29水無月の
陽ざし

～
心
豊
か
な
共
生
社
会
の

 
 
 
 
実
現
を
目
指
し
て
～
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お
互
い
の
個
性
を
認
め
合
い
、
よ
り
良

い
人
間
関
係
を
築
き
ま
し
ょ
う

岩澤画伯の新しい世界を見て

﹁
ト
マ
ト
と
メ
ロ
ン
﹂
 
相
田
み
つ
を

 
ト
マ
ト
に
ね
え
 
い
く
ら
肥
料
や
っ
た

っ
て
さ
 
メ
ロ
ン
に
は
な
ら
ね
ん
だ
な
あ

 

 
ト
マ
ト
と
ね
 
メ
ロ
ン
を
ね
 
い
く
ら

比
べ
た
っ
て
 
し
ょ
う
が
ね
ん
だ
な
あ

 

 
ト
マ
ト
よ
り
 
メ
ロ
ン
の
ほ
う
が
高
級

だ
 
な
ん
て
思
っ
て
い
る
の
は
 
人
間
だ

け
だ
ね
 
そ
れ
も
ね
 
欲
の
ふ
か
い
人
間

だ
け
だ
な

 

 
ト
マ
ト
も
ね
 
メ
ロ
ン
も
ね
 
当
事
者

同
士
は
 
比
べ
も
競
争
も
し
て
ね
ん
だ
な

ト
マ
ト
は
ト
マ
ト
の
い
の
ち
を
 
精
一
杯

生
き
て
い
る
だ
け
 
メ
ロ
ン
は
メ
ロ
ン
の

い
の
ち
を
 
い
の
ち
い
っ
ぱ
い
に
 
生
き

て
い
る
だ
け

 

 
ト
マ
ト
も
メ
ロ
ン
も
 
そ
れ
ぞ
れ
に
 

自
分
の
い
の
ち
を
 
百
点
満
点
に
生
き
て

い
る
ん
だ
よ

  

ト
マ
ト
と
メ
ロ
ン
を
ね
 
二
つ
並
べ
て

比
べ
た
り
 
競
争
さ
せ
た
り
し
て
い
る
の

は
 
そ
ろ
ば
ん
片
手
の
人
間
だ
け
 
当
事

者
に
し
て
み
れ
ば
 
い
い
め
い
わ
く
の
こ

と

 

 
﹁
メ
ロ
ン
に
な
れ
 
メ
ロ
ン
に
な
れ
 

カ
ッ
コ
い
い
メ
ロ
ン
に
な
れ
！
 
金
の
い

っ
ぱ
い
で
き
る
メ
ロ
ン
に
な
れ
！
﹂
と
尻

ひ
っ
ぱ
た
か
れ
て
 
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な
っ

た
り
 
や
け
の
や
ん
ぱ
ち
で
 
暴
れ
た
り

し
て
い
る
ト
マ
ト
が
 
い
っ
ぱ
い
い
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
あ

 

 
 
 
 
 
﹁
に
ん
げ
ん
だ
も
の
﹂
よ
り

  

 
こ
の
詩
は
、
個
性
を
認
め
合
う
こ
と
の

大
切
さ
を
表
現
し
た
有
名
な
詩
で
す
。
ト

マ
ト
に
は
ト
マ
ト
の
良
さ
が
あ
り
、
メ
ロ

ン
に
は
メ
ロ
ン
の
良
さ
が
あ
る
。
そ
も
そ

も
比
較
す
る
対
象
で
は
な
い
の
に
、
人
間

の
勝
手
な
価
値
観
で
優
劣
が
決
め
ら
れ
る
。

私
た
ち
の
周
り
に
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
よ
く
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

 
私
た
ち
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
素
晴
ら
し
い

個
性
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
精
一
杯
に

伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
、
自
分
ら
し
く
生

き
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

 

 
﹁
私
は
私
、
あ
な
た
は
あ
な
た
﹂
な
の

で
す
か
ら
、
自
分
の
個
性
も
相
手
の
個
性

も
認
め
合
い
、
よ
り
良
い
人
間
関
係
を
築

い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 
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成
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年
度
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標
語
入
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︵
南
部
中
学
校
生
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作
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問
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合
わ
せ
︼
人
権
啓
発
セ
ン
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☎
 
８
０
１
７
︵
市
役
所
別
館
１
階
︶

ふすま

けんそう

ごじゅうどん

りょう

   故岩澤重夫画伯の遺作となっ

た金閣寺（鹿苑寺）客殿の障壁

画の落慶法要に招かれ、京都に

行ってきました。金閣寺には何

度か行きましたが、いつも見学

者の多さに驚きます。今回は、

修学旅行の時期でもあり、押す

な押すなの人波でした。その喧騒をよそに、私たち

は客殿へ入り、襖絵を見せていただきました。それ

ぞれ十畳の三間続きの客殿の襖と床の間に、岩澤先

生が描かれた世界がありました。

  最初の間は、床の間に海から上がる朝日が描かれ

ていましたが、心なしか描かれた波に優しさを感じ

ました。襖には、紅白の梅の花が部屋を飾るように

描かれています。実に繊細に描かれていました。次

の真ん中の部屋には、有馬頼底管長の額が掛かり、

襖には、松を思わせる桜の老木と若木が競い合って

花を咲かせているのを抽象的に描いています。花に

はプラチナと銀箔を使っているそうです。部屋に差

し込む陽ざしで色が変化するという説明を受けまし

たが、確かに、フラッシュを使って撮った写真を帰

って印刷したら、フラッシュの光で実際に見た色と

違って写っており残念でした。また、この花は、時

代を経ると銀箔が黒ずんでいくことも計算されて描

いているそうです。

  最後の間は、床の間に夕日が描かれ、驚いたのは

襖絵です。抽象的に山の稜線のみが描かれています。

しかも墨を使い、朝霧が次第に晴れていき稜線が見

え始めたところをイメージしているそうです。私に

は五条殿の山並みに思えましたが、滝が描かれてい

ました。

  白い空間と黒の襖絵は悟りの雰囲気でした。この

襖絵はできあがるまで

誰にも見せなかったと

伺い、画伯の新しい境

地が描かれた作品のよ

うな気がして、もしご

存命であればと思いな

がら、法要へと向かい

ました。 紅白の梅の花が描かれた襖
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津
江
町
柚
木
の
小
畑
に
あ
る
﹁
か
ね
塚
﹂
は
何
び
と
の
墓
で
あ
る
か
は

っ
き
り
し
た
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
少
な
く
と
も
高
貴
な
人
の

墓
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
れ
も
征
西
将
軍
に 

か
か
わ
り
の
あ
る
も

の
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
塚
は
原
形
図
か
ら
推
し
て
﹁
前
方
後

円
﹂
の
古
墳
と
思
わ
れ
、
矢
部
村
御
側
に
あ
る
後
征
西
将
軍
良
成
親
王
の
墓

地
か
ら
わ
ず
か
に
６
キ
ロ
と
近
く
で
あ
る
。
小
畑
と
御
側
の
間
に
は
一
す
じ

の
小
径
が
通
じ
て
い
る
。

 

 
か
ね
塚
の
﹁
か
ね
﹂
は
懐
良
親
王
の
﹁
か
ね
﹂
だ
と
い
う
説
が
あ
る
。
懐

良
親
王
は
矢
部
に
退
隠
さ
れ
て
弘
和
３
︵
１
３
８
３
︶
年
矢
部
で
な
く
な
ら

れ
た
が
、
矢
部
と
山
つ
づ
き
で
わ
ず
か
６
キ
ロ
の
地
点
に
あ
る
墓
が
﹁
か
ね

塚
﹂
と
呼
ば
れ
、
墓
守
り
が
い
た
と
い
わ
れ
る
こ
と
、
随
従
者
の
墓
ま
で
あ

る
こ
と
な
ど
を
思
い
合
わ
せ
る
と
、
﹁
か
ね
塚
﹂
は
懐
良
親
王
の
古
墳
に
ほ

ぼ
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

︵
前
津
江
村
誌
よ
り
︶

前 ﹁
か
ね
塚
﹂︵
前
津
江
町
柚
木
︶

〔作者〕

 （大山町西大山）

  「花の精 宿る老木 咲き満ちる」

  自宅の樹齢130年の桜の老木と若木が、例年にも増して生気に満ちた様子で咲

きました。この作品は、その様子を表したものです。

  私が絵画を始めたのは、12年前、72歳のときでした。

  現在は、市や県の美術展、絵画グループの作品展への出展を目標に創作してい

ますが、これからは、絵画に限らず何事にも好奇心を持って、新しいことにも挑

戦していきたいと思っています。

第
５
回
日
田
市
美
術
展
 
美
術
の
部

日
田
市
教
育
長
賞

つ
か

︻
作
品
評
︼

 

 
家
と
樹
、
桜
の
花
が
一
体
と
な
り
悠

然
と
し
た
境
地
が
感
じ
ら
れ
る
。
全
体

が
温
か
い
空
気
に
包
ま
れ
て
い
る
。
 

 

︵
大
分
県
美
術
協
会
前
会
長

 
 
 
 
 
 
 
 
渡
辺
泰
英
先
生
︶

お
ば
た
け

か
ね
よ
し


